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地域住民における血小板凝集能と身体・生活要因との関連
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目的　循環器疾患発症に対する血小板凝集能の関与を追究するための第一段階として，既に循環器疾患発症

における危険因子として認められている要因を含めた身体・生活要因と血小板凝集能との関連を横断研

究により検討する。

方法　対象は沿岸地帯の2農村（秋田県井川町（I町）および高知県野市町（N町））における循環器検診

を受診した50～70歳の男性306人（I町163人，N町143人）である。血小板凝集能の測定は採血後3時

間以内に行った。凝集試薬にはADP（adenosine 5'-diphosphate）を用い，比濁法により血小板凝集能

閾値係数（PATI ; the plateletaggregatory threshold index）を求めた。従来の循環器検診の検診項目に加

えて，全血中およびplatelet rich plasma（PRP）中の血小板数と平均血小板容積，全血中の白血球数，

血清脂肪酸構成割合を測定し，魚介類摂取および大豆摂取に関する聞き取り調査を行った。

成績　PATIはI町，N町の両集団とも対数正規分布を示した。I町はN町に比し，対数変換したPATI

（logPATI）の平均値が有意に高く，血小板凝集能が低かった。I町およびN町を合わせた集団におけ

る重回帰分析の結果，log PATIと有意な正の関連を示したのは血清n3系多価不飽和脂肪酸構成割合で

あった。逆に，log PATIと有意な負の関連を示したのは，血小板数，平均血小板容積，白血球数，年

齢であった。また，log PATIとlog γ-GTPとの間には正の関連傾向が，逆にlog PATIと血清アラキド

ン酸構成割合との間には負の関連傾向が認められた。大豆蛋白質摂取量および喫煙についてはlog

PATIとの間に明らかな関連は認められなかった。

結論　身体・生活要因のうち，その増加が血小板凝集能を低下させる要因としては血清n3系多価不飽和脂

肪酸およびγ-GTP（飲酒の指標）が，逆にその増加が血小板凝集能を高める要因としては血小板数，

平均血小板容積，白血球数，年齢，血清アラキドン酸が重要と考えられた。


































